
 

 

就学児童  

調布市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 
 調査の趣旨とご協力のお願い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご記入にあたってのお願い 

① 特にことわりのない限り、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。 

② アンケートには、お子さんの身の回りの世話などを主にしている保護者の方がご記入くださ

い。 

③ ご回答には、選択肢に○を付けてお選びいただく場合と、数字などを具体的にご記入いただ

く場合がございます。 

④ 設問又は回答した選択肢によっては、一部の方だけに回答をお願いしている設問がありま

す。その場合は説明文、矢印等に従ってお答えください。 

⑤ “○”を付ける数については、‘（１つに○）’、‘（あてはまるものすべてに○）’などの案内

がありますので、設問ごとの案内に従ってください。 

  ※選択肢「その他」に“○”をした場合、具体的な内容を〔 〕内にご記入ください。 

⑥ ご記入が済みましたら、３つ折りし、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

１１月２日（金）までにご返送ください。（切手は不要です。） 

・調査内容についてご不明な点がございましたら、下記までお問合せください。 

【お問い合せ】調布市子ども生活部子ども政策課 電話：042-481-7757 

メールアドレス：kodomo@w2.city.chofu.tokyo.jp 
 

皆さまには、日頃から市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

本市では、平成 27 年度から平成 31 年度までの 5 年間を計画期間とする、調布っ子

すこやかプラン（調布市子ども・子育て支援事業計画）に基づき、子どもの成長と子育

てを地域全体で支援し、健やかで心豊かな子どもを育むため、さまざまな子育て支援に

関する取り組みを進めています。 

平成 31 年度をもって計画期間が終了することから、「次期調布市子ども・子育て支援

事業計画」（計画期間：平成 32 年度から平成 36 年度まで）を策定するためのニーズ調

査を実施します。 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の

具体的な利用の可否を確認・決定するものではありません。将来の利用希望を変更して

いただいて構いません。 

この調査にご協力いただく方は、市内にお住まいの小学生のお子さんがいらっしゃる

ご家庭の中から、無作為に選ばせていただいた方です。 

お答えは、すべて無記名で統計的に処理しますので、個人が特定されたり、他の目的

に使用することはございません。 

ご多忙のこととは存じますが、趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いいたします。 

平成３０年１０月 

調布市 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布市では、子ども・子育て支援法（平成 24年法律第 65号）に基づく新たな子ども・

子育て支援の制度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下で、教育・保育・

子育て支援の充実を図るため、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、

計画的に給付・事業を実施しています。 

本調査は、この計画で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を算出

するため、住民の皆さんの教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後

の利用希望」を把握するために行うものです。 

 

また、この制度は、以下のような考え方に基づいています。 

 

● 子ども・子育て支援新制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変

化に対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成

長することができる社会を実現することを目的としています。 

 

●  子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒

の安定や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力の

獲得、学童期における心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個性あ

る存在として認められるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要です。子ど

も・子育て支援新制度は、社会全体の責任として、そのような環境を整備することを目

指しています。 

 

● 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての

第一義的責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすこと

や、子育ての権利を享受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを

通じて、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成

長を支援し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を

目指しています。 

回答するに当たってお読みください 
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お住まいの地域についてうかがいます。 

 

問 1 お住いの地区はどの学区域になりますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．第一小学校 

４．八雲台小学校 

７．深大寺小学校 

10．若葉小学校 

13．北ノ台小学校 

16．飛田給小学校 

19．布田小学校 

２．第二小学校 

５．富士見台小学校 

８．上ノ原小学校 

11．緑ケ丘小学校 

14．多摩川小学校 

17．柏野小学校 

20．調和小学校 

３．第三小学校 

６．滝坂小学校 

９．石原小学校 

12．染地小学校 

15．杉森小学校 

18．国領小学校 

 

 

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

 

問２ 宛名のお子さんは、現在何年生ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．１年生 

４．４年生 

２．２年生 

５．５年生 

３．３年生 

６．６年生 

 

問３ 宛名のお子さんは何人きょうだいですか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数字でご記入く

ださい。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の年齢をご記入ください。 

 きょうだい数 □人      末子の年齢 □□歳 （平成 30 年１０月２２日時点） 

 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．母親         ２．父親       ３．その他（          ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．配偶者がいる  ⇒ 問６へ   ２．配偶者はいない  ⇒ 問５-1へ 

 

問５-１ 問５で「２．配偶者はいない」に○をつけた方にうかがいます。配偶者がいない（母子家

庭・父子家庭）理由はどのような理由ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．死別  ２．離婚  ３．未婚・非婚  ４．その他（                ） 

 

問５-２ 問５で「２．配偶者はいない」に○をつけた方にうかがいます。母子家庭・父子家庭にな

った時の年齢についてお答えください。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．24歳以下    ２．25 歳～30 歳   ３．31 歳～35 歳   ４．36 歳～40 歳 

５．41歳～45歳    ６．46 歳以上 
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問５-３ 問５で「２．配偶者はいない」に○をつけた方にうかがいます。母子・父子家庭等になる

前後の状況について、それぞれお答えください。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（母子・父子家庭になる前の働き方について） 

１．仕事はしていない  ２．正社員（フルタイム）  ３．パート・アルバイト等 

４．派遣社員      ５．事業主 

６．その他（                                 ） 

（現在の働き方について） 

１．仕事はしていない  ２．正社員（フルタイム）  ３．パート・アルバイト等 

４．派遣社員      ５．事業主 

６．その他（                                 ） 

 

すべての方にうかがいます。 

 

問６ 宛名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに 

２．主に母親 

３．主に父親 

４．主に祖父母 

５．その他 

（         ） 

 

問７ 世帯の年収（税込）は次のうちどれにあたりますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．収入なし     ２．100 万円未満    ３．100万円～200 万円未満 

４．200万円～300 万円未満         ５．300万円～400 万円未満 

６．400万円～500 万円未満         ７．500万円～600 万円未満 

８．600万円～700 万円未満         ９．700万円～800 万円未満 

10．800 万円～1,000 万円未満        11．1,000 万円以上 

 

子どもの育ちと教育環境についてうかがいます。 

 

問８ 保護者が就労や用事で家を不在にするとき、小学校以外でお子さんは主にどのように過ごしてい

ますか。最も当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．子どもが独りで家にいる状況がない（必ず大人や中学生以上の兄・姉がいる等） 

２．家で留守番をしている         ３．学童クラブにいる 

４．ユーフォーにいる           ５．塾や習い事に行っている 

６．祖父母の家にいる           ７．友だちと公園や児童館などで遊んでいる 

８．その他（                               ） 

 

問９ お子さんの学習支援のために何かサービスを利用していますか。当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

１．学習塾・家庭教師              ２．学習支援ボランティア（大学生等） 

３．その他（               ）  ４．特に利用していない 

 

問10 お住まいの地域の教育環境に対する満足度について、当てはまる番号1つに🌕をつけて下さい。 

１．満足    ２．どちらかというと満足    ３．どちらかというと不満 

４．不満    ５．どちらともいえない 
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宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

問 11 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、農業、家族従事者含む）をうかがいます。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 【父子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。  

１．以前は就労していたが、現在は就労していない 

２．これまで就労したことがない 

３．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 
産休・育休・介護休業中ではない 

４．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

５．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 
産休・育休・介護休業中ではない 

６．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

 

（１）-1 （１）で「３．」～「６．」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 １週当た

りの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労

日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産

休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください（□内に数字

でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

（１）-2 （１）で「３．」～「６．」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。家を出る時

刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについ

てお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答え

ください。時間は、必ず （例）０８時～１８時のように、24 時間制でお答えください

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

      家を出る時刻 □□時      帰宅時刻 □□時 

 

⇒（1）-1へ 

⇒（2）へ 

（自営業の場合は開始時刻） （自営業の場合は終業時刻） 
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（２）父親 【母子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．以前は就労していたが、現在は就労していない 

２．これまで就労したことがない 

３．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 
育休・介護休業中ではない 

４．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 
育休・介護休業中である 

５．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 
育休・介護休業中ではない 

６．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 
育休・介護休業中である 

 

（２）-1 （２）で「３．」～「６．」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。１週当たり

の「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日

数や就労時間が、一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育

休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください（□内に数字でご記

入ください。数字は一枠に一字）。 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

（２）-2 （２）で「３．」～「６．」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。家を出る時

刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについ

てお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくださ

い。時間は、必ず （例）０８時～１８時のように、24 時間制でお答えください（□内

に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

      家を出る時刻 □□時      帰宅時刻 □□時 

 

問 1２ 問 11 の（１）または（２）で「３．」～「６．」（就労している）に○をつけた方にうかがい

ます。仕事と子育てを両立させるうえで大変だと感じていることは何ですか。当てはまる番号す

べてに〇をつけて下さい。 

１．子どもと関わる時間を充分にとれない 

２．職場に両立を支援する雰囲気がない 

３．自分の体力がもたない、健康状態がよくない 

４．子どもだけで留守番をさせる時間帯があり心配 

５．子どもの病気等で仕事を度々休まざるを得ない 

６．家族の理解や協力が得られない 

７．家事をする時間がとれない 

８．学校の保護者会、PTA などの負担が重い 

９．その他（                                   ） 

 
 

⇒（2）-1へ 

⇒ 問 14へ 

（自営業の場合は開始時刻） （自営業の場合は終業時刻） 
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問 1３ 問 11 の（１）または（２）で「５．」「６．」（パート・アルバイト等で就労している）に○を

つけた方にうかがいます。 

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はありますか。当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 
 

（２）父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 14 問 11 の（１）または（２）で「１．以前は就労していたが、現在は就労していない」または

「２．これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問 15

へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する

□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

（１）母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

   →希望する就労形態     ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

                 →１週当たり □日   １日当たり □□時間 

 

（２）父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

   →希望する就労形態     ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

                 →１週当たり □日   １日当たり □□時間 
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宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます。 

問 15 次の施設やサービス等を知っていますか、または、これまでに利用したことがありますか。ま

た、今後利用したいと思いますか。ア～サの各々について、Ａ～Ｃの各々当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

サービスの種類 

Ａ. 
知っている 

Ｂ. 
これまでに利用 

したことがある 

Ｃ. 
今後利用したい 

ア．児童館の各種事業・イベント １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

イ．ユーフォー １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

ウ．学童クラブ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

エ．調布市子ども家庭支援センター 
「すこやか」 

１.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

オ．ファミリー・サポート・センター １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

カ．市で実施している家庭相談･ひと
り親相談 

１.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

キ．教育相談所の教育相談 １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

ク．「元気に育て！！ 調布っ子」 
(市が発行している子育て情報誌) 

１.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

ケ．調布子育て応援サイト「コサイト」 １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

コ．子育てカフェ aona １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

サ．子ども発達センター相談事業 １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ １.はい ２.いいえ 

 

宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

問 16 この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありま

すか。 

１．あった ⇒ 問 16-1へ ２．なかった ⇒ 問 17へ 

問 16-1 宛名のお子さんが病気やけがで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方法として

当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数もロ内に数字でご記入ください（半日程

度の対応の場合も１日とカウントしてください。）。 

１年間の対処方法 日数 

(1) 父親が休んだ □□日 

(2) 母親が休んだ □□日 

(3) （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□日 

(4) 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□日 

(5) 病児・病後児の保育を利用した □□日 

(6) ベビーシッターを利用した □□日 

(7) 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□日 

(8) その他（                ） □□日 
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問 16-2 問 16-1 で(1)、(2)のいずれかに回答した方にうかがいます。その際、「できれば病児・

病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。当てはまる番号１つに○をつ

け、日数についても□内に数字でご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利

用には、一定の利用料（2,500 円/日）がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要とな

ります。 

１．病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ １年間に□□日くらい  

２．利用したいとは思わない                       

 

問 16-3 上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．他の施設（例：幼稚園・保育園等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業 

（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．自宅の近くで保育する事業 

５．最寄り駅に近い施設で子どもを保育する事業 

６．その他（                                  ） 

 ⇒ 問 17へ 

宛名のお子さんの不定期な一時預かり等の利用についてうかがいます。 

問 17 宛名のお子さんについて、日中の定期的以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で定

期に利用している事業はありますか。ある場合は、当てはまる番号すべてに○をつけ、１年間の

利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。 

利用している事業・日数（年間） 

１．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 
 

□□ 日 

２．すこやか保育、トワイライトステイ 

（子ども家庭支援センターすこやかで平日夜間、子どもを預かる事業） 

 

□□ 日 

3．子どもショートステイ（施設で緊急一時的に子どもを預かる事業） 
 

□□ 日 

4．ベビーシッター 
 

□□ 日 

5．その他（                     ） 
 

□□ 日 

6．利用していない  
 

問 17 で「6．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

問 17-1 現在利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．特に利用する必要がない         ２．利用したい事業が地域にない 

 ３．地域の事業の質に不安がある       ４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・ 

                         日数など）がよくない 

 ５．利用料がかかる・高い          ６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうか   ８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

  わからない 

９．その他（                                                           ） 

⇒ 問 18へ 
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【利用料金の目安】 

ファミリー・サポート・センター 月～金曜日（７時～19 時） 700 円／時間 

土・日・祝日・早朝及び夜間 900 円／時間 

すこやか保育、トワイライトステイ 1,000 円／時間 

子どもショートステイ 1,500 円／日（食費は別途） 

ベビーシッター 事業者による（調布市による、一部利用料助成有） 

 

問 18 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を

利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○を

つけ、必要な日数を数字でご記入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□

内に数字でご記入ください。）なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 計 □□ 日 

 (1) 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や
親の習い事等）、リフレッシュ目的 

□□ 日 

(2) 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を
含む）や親の通院 等 

□□ 日 

(3) 不定期の就労 □□ 日 

(4) その他（             ） □□ 日 

２．利用する必要はない 

 

問 19 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからな

かった場合も含みます）。 

あった場合は、この１年間の対処方法として当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日

数も□内に数字でご記入ください。 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった (1) （同居者を含む）親族・知人にみてもらった □□ 泊 

 

 

(2) 
子どもショートステイを利用した 

（施設で緊急一時的に子どもを預かる事業） 
□□ 泊 

(3) (2)以外の事業（ベビーシッター等）を利用した □□ 泊 

(4) 仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 

(5) 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 泊 

(6) その他（               ） □□ 泊 

２．なかった 
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宛名のお子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます。 

問 20 現状を伺います。宛名のお子さんについて、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をど

のような場所で過ごしていますか。下記（１）～（３）の時間帯ごとに、当てはまる番号３つま

でに〇をつけてください。 

時間帯 

 

主な場所（下記よりお選びください） 

（１） 

学校終了後 

～17：00 

（２） 

17：00 

～19：00 

（３） 

19：00～ 

１．児童館 ※１    

２．ユーフォー（放課後子供教室事業）    

３．調布市立学童クラブ（市へ申請）    

４．民間学童（民間事業所と個別に契約）    

５．放課後等デイサービス    

６．公園    

７．自宅で親と一緒    

８．自宅で兄弟姉妹と一緒    

９．自宅で一人    

10．祖父母・親戚宅    

11．友人宅    

12．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）    

13．図書館    

14．地域の活動に参加    

15．ファミリー・サポート・センター    

16．トワイライトステイ    

17．その他（                   ）    

※１ 児童館で行う学童クラブを利用している場合は「３．」に回答 

⇒ 小学校１年生～３年生の方は、問 21へ    ⇒ 小学校４年生～６年生の方は、問 22へ 
 
【ユーフォーと調布市立学童クラブの違い】 

項目 ユーフォー 調布市立学童クラブ 

対象児童 

小学１～６年生（市立小学校在籍の全

児童）※市内在住の私立・国立小学校

在籍児童も利用可能 

小学１～６年生（保護者の就労などの入

会条件あり）※市内在住の私立・国立小

学校在籍児童も利用可能 

定員 なし あり（施設によって定員が異なります） 

開設時間 
学校がある日／放課後～17：00 

学校がない日／8：00～17：00 

学校がある日／放課後～18：00 

学校がない日／8：00～18：00 

（※19：00 までの時間延長あり） 

料金 無料 

育成料／5,000 円（月額） 

おやつ代／1,500 円（月額） 

時間延長（18：00～19：00）／ 

200 円（30 分ごと） 

出欠席の確認方法 
なし（ご希望により出席時間が確認で

きる利用カードを利用可） 

連絡帳（事前連絡がなく欠席の場合は保

護者に電話で確認） 

帰宅方法 
自由帰り（保護者の方との約束時間に

帰宅、お迎えも可） 

集団帰り／17：00（17：00 以降は

保護者のお迎え） 

おやつ なし あり 

保護者への情報提供 ユーフォーだより（毎月・臨時） 
日々の連絡帳、おたより、保護者会、個

人面談、親子交流会など 



 

 

 
10 

問 21 宛名のお子さんが小学校１年生～３年生の方にうかがいます。放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。小学校低学年（１～３年生）の場合と小

学校高学年（４～６年生）になった場合について、下記（１）～（３）の時間帯ごとに、当ては

まる番号３つまでに〇をつけてください。高学年については、先のことになりますが、現在お持

ちの考えでお答えください。 

 小学校低学年（１～３年生） 小学校高学年（４～６年生） 

時間帯 

主な場所 

(下記よりお選びください) 

（１） 

学校終了後 

～17：00 

（２） 

17：00 

～19：00 

（３） 

19：00～ 

（１） 

学校終了後 

～17：00 

（２） 

17：00 

～19：00 

（３） 

19：00～ 

１．児童館       

２．ユーフォー（放課後子

供教室事業） 

      

３．調布市立学童クラブ 

（市へ申請） 

      

４．民間学童（民間事業所

と個別に契約） 

      

５．放課後等デイサー

ビス  

      

６．公園       

７．自宅で親と一緒       

８．自宅で兄弟姉妹と

一緒  

      

９．自宅で一人       

10．祖父母・親戚宅       

11．友人宅       

12．習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学

習塾など） 

      

13．図書館       

14．地域の活動に参加       

15．ファミリー・サポー

ト・センター 

      

16．トワイライトステイ       

17．その他 

（        ） 
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問 22 宛名のお子さんが小学校４年生～６年生の方に伺います。小学校高学年（４～６年生）の間は、

放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。下記（１）

～（３）の時間帯ごとに、当てはまる番号３つまでに〇をつけてください。 

時間帯 

 

主な場所（下記よりお選びください） 

（１） 

学校終了後 

～17：00 

（２） 

17：00 

～19：00 

（３） 

19：00～ 

１．児童館    

２．ユーフォー（放課後子供教室事業）    

３．調布市立学童クラブ（市へ申請）    

４．民間学童（民間事業所と個別に契約）    

５．放課後等デイサービス    

６．公園    

７．自宅で親と一緒    

８．自宅で兄弟姉妹と一緒    

９．自宅で一人    

10．祖父母・親戚宅    

11．友人宅    

12．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）    

13．図書館    

14．地域の活動に参加    

15．ファミリー・サポート・センター    

16．トワイライト    

17．その他（                   ）    

 

問 23 問 21 または問 22 で小学校高学年（4～6 年生）時に、「３．調布市立学童クラブ」に○をつ

けた方にうかがいます。(1)何年生まで学童クラブの利用希望がありますか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。また、(1)で利用希望学年に〇をつけた方は、学年ごとに(2) 利用

希望時期について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

(1) 利用希望学年 
(2) 利用希望時期 

１．通年 ２．夏休みまで 
３．春､夏､冬季 

休業中 
４．夏休みのみ 

１．４年生の利用 １ ２ 3 ４ 

２．５年生の利用 １ ２ 3 ４ 

３．６年生の利用 １ ２ 3 ４ 
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問 24 問 20 で「３．調布市立学童クラブ」を選択していない方にうかがいます。現在、宛名のお子

さんが学童クラブを利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

１．就労していないから必要ない 

２．就労時間が短いから 

３．近くに学童クラブがないから 

４．希望の学童クラブに空きがないから 

５．学童クラブの開所時間が短いから 

６．利用料（育成料・延長利用料・おやつ代 ※1）がかかるから 

７．習い事をしているから 

８．子どもだけで過ごせるから 

９．子どもが学童クラブに行きたがらないから 

10．児童館を利用しているから 

11．ユーフォーを利用しているから 

12．その他（                                    ） 
 ※１ Ｐ9【ユーフォーと学童クラブの違いのうち、学童クラブ料金参照】 
 

問 25 問 21 または問 22 で「３．調布市立学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。利用した

い理由について、当てはまる番号３つまでに○をつけてください。 

１．17時以降も利用できる           2．出欠席の管理をしてくれる 

３．基本的な生活習慣が習得できる            

４．異年齢児童との交流や集団生活を通して、子どもの成長を支援してくれる 

５．仲の良い友だちが一緒に通っている     6．行事やプログラムが充実している 

７．保護者との関わりを密にしてくれる 

８．おやつが食べられる 

９．信頼できる職員がいる 

10．その他（                                    ） 

 
 

すべての方にうかがいます。※以下の設問は、お子さんと話し合いながら回答してください。 
 

問 26 現在、宛名のお子さんはユーフォーに登録し、利用していますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

１．登録し、利用している 

２．登録しているが、利用していない 

３．登録していない 

 

 

問 26-1 問 26 で「１．登録し、利用している」に○をした方にうかがいます。ユーフォーに週何

回ぐらい行きますか。当てはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．週４～６回（ほぼ毎日）            ２．週２～３回 

３．週１回                    ４．月に数回 

５．保護者会や行事があるときだけ 

 

 

問 26-1へ 

問 26-4へ 



 

 

 
13 

問 26-2 問 26 で「１．登録し、利用している」に○をした方にうかがいます。ユーフォーを利用

している理由は何ですか。当てはまる番号 3 つまでに○をつけてください。 

１．自由に行けるから             ２．幅広い異学年の交流ができるから 

３．仲の良い友だちが利用しているから     ４．保護者が仕事等で不在だから 

５．安全・安心して遊べる場所だから      ６．利用料がかからないから 

７．その他（             ） 

 

問 26-3 問 26 で「１．登録し、利用している」に○をした方にうかがいます。ユーフォーの時間

をどんなふうに感じていますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．居心地がいい        ２．楽しい         ３．友だちと会える 

４．友だちを増やせる      ５．好きなことができる   ６．行きたい時に行ける 

７．ほかに行くところがない   ８．つまらない   

９．その他（                ） 

 

問 26-4 問 26 で「２．登録しているが、利用していない」または「３．登録していない」に○を

した方にうかがいます。ユーフォーを利用・登録していない理由は何ですか。当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

１．学童クラブを利用していて、ユーフォ― 

の必要性がないから 

３．塾や習い事で利用する時間がないから 

５．公園など、他の場所で遊んでいるから 

７．おやつが出ないから 

２．利用方法や実態がよくわからないから 

 

４．友だちが利用していないから 

６．つまらないから    問 26-4-1へ 

８．その他（            ） 

 

問 26-4-1 問 26-3 で「８．つまらない」または、問 26-4 で「6．つまらないから」に○をし

た方にうかがいます。ユーフォーはどのような理由でつまらないと感じますか。当ては

まる番号 3 つまでに○をつけてください。 

１．一緒に遊ぶ友だちがいない        ２．制限が多い（外遊び等） 

３．遊具が少ない              ４．遊具が低学年向け 

５．苦手な友だちがいる           ６．行事・イベントが少ない 

７．その他（             ） 

 

 問 26-５ 問 26 で「１．登録し、利用している」に○をした方にうかがいます。現状のユーフォー

の開設時間帯をどう感じていますか。当てはまる番号どちらかに○をつけてください。 

１．満足している 

２．開設時間を延長してほしい   問 26-5-1へ 

 

問 26-4-1へ 
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問 26-5-1 問 26-5 で「２．開設時間を延長してほしい」に○をつけた方にうかがいます。希望

する開設時間について、□内に数字でご記入ください。（24 時間制）※現在は、通年で

午後５時まで、学校がお休みの日は午前８時から開設しています。 

 

児童虐待についてうかがいます。 

 

問 27 児童虐待について次のことをご存知ですか。以下の(1)～(3)の各々について当てはまる番号１

つに○をつけてください。 

 はい いいえ 

(1) 「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）をご存知ですか １ ２ 

(2) 児童虐待を発見した場合の通報先をご存知ですか １ ２ 

(3) ご家庭で虐待の心配があったら相談できる機関をご存知ですか １ ２ 

 

問 27-1 児童虐待を発見した場合には、以下、選択欄のどちらでも通告や通報等ができます。その

中でも、あなたは、どちらに連絡しようと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

１．児童相談所    ２．子ども家庭支援センター「すこやか」  ３．市役所 

４．保健センター   ５．教育委員会の相談窓口         ６．保育園・幼稚園 

７．警察       ８．虐待ダイヤル１８９番 

９．その他（                    ） 

 

問 28 児童虐待について、あなたは以下のことをご存知ですか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

１．児童虐待を発見したら、通告する義務がある 

２．児童虐待を受けたと思われる子どもを発見したら、通告する義務がある 

３．児童虐待の通告をした者の秘密は守られる 

４．「オレンジリボン」は、児童虐待防止のシンボルマークである 

５．児童相談所全国共通ダイヤルの番号は１８９である 

６．子どもの前で夫婦喧嘩等をすることが、児童虐待にあたること 

 

１．学校がある日       下校時から□□時□□分まで 

２．学校がお休みの日     □□時□□分から□□時□□分まで 
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お子さんをとりまく環境についてうかがいます。 

 

問２9 防犯、防災について、どのように感じていますか。それぞれ当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 １ 
そう思う 

２ 
まあ 

そう思う 

３ 
あまりそう思わ

ない 

４ 
そう 

思わない 

① 住んでいる地域では登下校時の見守り・パト
ロールなどの取り組みが行われている 

１ ２ ３ ４ 

② 住んでいる地域は街灯が少なく夜道が暗い １ ２ ３ ４ 

③ 住んでいる地域は人通りの少ない道や、死角
の多い公園などがある 

１ ２ ３ ４ 

④ お子さんは「知らない人について行かない」
などのルールを守れると思う 

１ ２ ３ ４ 

⑤ 住んでいる地域では定期的に防災訓練が行わ
れている 

１ ２ ３ ４ 

⑥ 住んでいる地域は災害に対して安全だと思う １ ２ ３ ４ 

⑦ お子さんは緊急時や災害時での避難路・避難
場所を知っている 

１ ２ ３ ４ 

⑧ 災害時に家族が集まる場所やルールを決めて
おり、お子さんも理解している 

１ ２ ３ ４ 

 

すべての方に、子育て環境や支援についてうかがいます。 

 

問 30 調布市における子育ての環境や支援への満足度について当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

満足度が低い                           満足度が高い 

１ ２ ３ ４ 



 

 

 
16 

問 31 最後に、子育ての環境や支援、教育・保育環境の拡充などに関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

課題 改善（解決）策 

①  

②  

③  

④  

⑤  

 

調査にご協力いただきまして、大変ありがとうございました。  

お手数ですが、３つ折りし、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、  

１１月２日（金）までにポストにご投函ください。  

 

 

提出・問合せ先：〒１８２－８５１１ 
         調布市小島町２－３５－１ 

調布市子ども生活部子ども政策課 
ＴＥＬ ０４２－４８１－７７５７ 

 


